
配信開始日時＜予定＞

講師略歴

視聴料（消費税込み）

①無料
CMA、CIIA、一般会員、個人賛助
会員、法人会員・法人賛助会員の
役職員、検定会員補、CMA受講
生、PB資格保有者

②2,100円
PB 受験者、上記①以外の方

ウェブサイトからお申込みの際、e-
con（コンビニエンスストア、e-バンキ
ング等）でお支払い下さい。

視聴方法
▶当協会の会員の方：
マイページから動画検索・視聴画面に
お進み下さい。

▶非会員の方：
１）動画検索・視聴画面から該当の
動画を選択し、視聴料お支払いの画
面にお進みください。
２）お支払い後、メールアドレスに視
聴用URLが送信されます。

問合せ先
公益社団法人日本証券アナリスト協会
講演会・セミナー担当
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp

◆会員のマイページ登録、 ID・パスワー
ド取得に関する問合せ：

講演内容

講師

こちら

共産党大会に向けて高まる
チャイナリスクと中国経済の見通し

2022 年 7月7 日（木）16 : 00

◆この動画配信は6月27日に収録を予定しています。
◆配信期間： 1年間（2023年7月までを予定）
◆講演内容等は予告なしに変更されることもございます。予めご了承ください。

◆質疑応答
本講演内容に関するご質問は、当協会講演会・セミナー担当宛てに事前にメール
でお送りください。講師からのご回答を動画に収録し、配信いたします。

質問受付期限： 6月22日（水）23:59まで
なお、ご質問は本講演に関するものに限ります。当協会が相応しくない内容と判断
した場合は採用いたしかねます。また、ご質問が多数になった場合は、当協会の判
断で採否を決めさせていただきますので、ご了承ください。

非会員の方
視聴申込はこちらからどうぞ

硬直的なゼロコロナ政策によって中国経済は急減速している。秋に開かれる予定
の党大会に向け、習近平主席は三期目の続投を目指しているが、中国を取り巻
く内外の環境をみると、不確実性が満ちている。そのなかで、多国籍企業を中心
とする外国資本は中国を離れる動きが出ている。このままでは、中国経済は成長
を続けていけるのだろうか。中国経済に深く依存している日本経済も分水嶺に差
し掛かっている。日本では、経済安全保障の意識が高まるなかで、中国とどう向き
合うべきか、重要な課題となっている。今回の講演はこのような問題意識を以て、
高まるチャイナリスクと中国経済の見通しについて分析することにする。

産業研究会企画講演会
動画（録画）配信のご案内
カテゴリー： 産業研究会

柯 隆（か りゅう）氏
公益財団法人東京財団政策研究所 主席研究員
静岡県立大学 グローバル地域センター 特任教授
多摩大学大学院 客員教授

1963年、中華人民共和国・江蘇省南京市生まれ。88年来日、愛知大学法
経学部入学。 92年同大卒業。94年名古屋大学大学院修士課程修了(経
済学修士号取得)。 長銀総合研究所国際調査部研究員、富士通総研経済
研究所主任研究員、同主席研究員を経て、 2018年より現職。静岡県立大
学グローバル地域センター特任教授、多摩大学大学院客員教授。 主な著書
に『中国「強国復権」の条件』(慶応大学出版会、第13回樫山純三賞受賞)、
『ネオ・チャイナリスク研究』(慶応大学出版会)。

＜中国シリーズ 第3回＞
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